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安全性を考慮したメカト口技術の習得と療育用機器開発への応用

1 緒言

近年、 工学系分野では、 ものづくりをプロジェク卜

の形で授業に取り入れた体験教育が実施されることが

増えてきているが、 設定課題の難易度や課題内容につ

いての論議がついてまわる。 創造的なものづくりを主

眼とした教育の中では、 教員側が想定した枠の中で実

習させるものであっては、 設計の自由度を狭めるばか

りか、 拘束条件に対する評価・考察自体を最初から放

棄させることになり、 費用対効果を基本としたものづ

くりの意義を教えることができない。 別な言い方をす

ると開発の上流側の企画・設計ができる力を育成でき

ないことになる。 さらに学生の立場から見ても、 もの

づくりの価値や喜びを体感する機会を逸することにな

る。 昨年から産学循環型ものづくり教育として、 もの

づくりの題材「社会的から要求されるもの」 を学外の

企業や組織に求めることを基本とした教育プロジェク

卜を行っている。 学生に必要性がわかりやすく、 それ

ほど高い完成度が要求されないものとして、 療育施設

において使用される機器の中で、 現在必要とされてい

るものを、 現場の声を聴きながら製作することにして

いる。 今回は、 昨年度開発した機器の改良と新規の機

器を開発を行う。

2. プロジェクトの概要

本プロジェク卜は、 メカトロ実習に安全性を考慮し

た創造性製作を加えた基本的なものづくりの流れを体

験する授業と、 療育機器開発を通した課題発見型もの

づくり応用実習の2っから構成される。 いづれもプロ

ジェクト実習第二と機械システム演習の融合授業の中

で3年次学生を対象として実施した。

( 1)安全性を考慮、 したメカトロ実習

コントローラとしてArduino UNOを使用し、 この使

用方法を中心に、 周辺電子部品との信号の入出力、 モ

ーターなどのアクチュエータ制御、 センサ一信号処理

などを実習形式で学ぶ。 一通りの技術を習得した後、

Guide 51を基本とした安全性の考え方を学び、 創作に

応用する。今回の課題は、 「ラーメンタイマー」であり、

最低でも1、 3、 5分の時間選択ができ、 時間が来た

ら、LEDもしくはブザーで知らせる機器の設計・製作

とした。 ただし、 安全性の要件として、 時間を待って

し、る間に子供が触れても安全なものとした。 最初にさ
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まざまなアイデアを機能の列挙と概略図という形で提

出させ、 それを目標に製作してもらった。 3人1組で

33 班あり、それぞれの班でオリジナリティのある作品

を提出し、 使用方法や特長についてプレゼンテー ショ

ンしてもらった。 図1には33 作品の一部を示す。

図l ラーメンタイマ一作品

(2）課題発見型ものづくり応用実習

療育機器の開発に関して、 2つのグノレーフ。体制で、
対

応する。 ター ゲッ卜機器の一つは昨年開発を進めた、

画像・音声と入力操作による言語教育機器であり、 昨

年度は使用者からのボタン入力、入力信号の無線通信、

画像・音声出力を含む教育用コンテンツにより構成さ

れていた。 しかしながら、 フィ ー ドパックとして返っ

てきた要求として、 入力方法の多様化への対応、 コ ン

テンツ内容と品質の向上があった。 昨年のフ。ロジェク

トの中で機器の仕様、 使用マニュアル、 製作方法をま

とめ、 現物とともに残しているので、 これらを基に開

発経過とプロトタイプを見直すことによって、 さらに

要求に忠実な製品づくりを行った。 昨年度の製イ停機器

に対する具体的な改良要求と作成した機器の概要を以

下に示す。

＜改良要求＞

1 操作する児童によってボタンを同時に押してしま

うので、 ボタンを個別に分けてほしい

2. ボタンの表面には個別のアタッチメントをつける

ので、 加工しないでほしい

3. ドロップスのキャラクタをイ吏用してほしい








